
平成28年度 埼玉会総会＆講演会のご報告 

去る 5 月 30 日（月）定例総会を開催いたしました。 参加者 27

名。関根代表幹事の挨拶に続き、湯藤理事長からは、法人、個人

の会員をいかに増やすかが課題である、また、地域密着活動が必

要であり、そのためには地域会活動が重要である等、協会本部と

して埼玉会の活躍に期待を込めた来賓のご挨拶をいただきまし

た。 

議事では、平成 28 年度活動報告並びに平成 29 年度の活動計

画の発表が行われ、最後に埼玉会の代表幹事交代人事があり、

関根貞夫氏の後任に事務局担当の畠山忠昭氏が選任され満場一

致で承認されました。 

関根貞夫氏は平成 21年 10月の設立以来、８年間代表幹事とし

て埼玉会の発展に尽力されました。個人会員は倍増の 115 名、世

話人も 9名から 21名になり、年間行事の運営も順調に遂行されて

います。昨年度、協会本部の副会長に選任されたことと埼玉会の

次世代育成のため、ご勇退されました。設立から長きに亘り誠に 

ご苦労様でした。そのご功績に対して深く感謝申し上げる次第で

す。今後とも更なるご指導とご支援をお願い致します。 

総会後、恒例の講演会を開催。講師：大野英明氏、演題： 

「成年後見人制度の概要と今後の活用について」で、映像を交

えた分かり易い内容の有意義な講演会となりました。 

終了後、浦和駅前の懇親会会場に移り、20 名の参加にて和気

藹々と歓談しました。 

                                事務局 

 

 

 

 

埼玉会イベントのご案内 

イベント幹事：地畑 健吉 

１．H29.8.3(木) 「納涼の会」(女子会企画)   於：ボラボラ大宮店  

２．H29.9.7(木) 「開宿400年、杉戸宿を訪ねる」     (第35回) 

３．H29.9.25(月) 「第22 回埼玉会ゴルフコンペ」 於：武蔵OGM 

４．H29.11.17(金) 「秩父札所巡り－半日コース－」   (第36回) 

 －秩父シリーズNO.6－ 

５．H29.11.27(月) 「第23 回埼玉会ゴルフコンペ」 於：武蔵OGM 

６．H30.1.初旬  「初詣・新年会」 

７．H30.2.中旬 「梅の里 越生を訪ねて」          (第37回) 

                 (西東京会共催) 

８．H30.3.下旬 「第24 回埼玉会ゴルフコンペ」  於：武蔵OGM 

埼玉会の代表幹事に就任して 

代表幹事 畠山忠昭 

平成29年5月30日の埼玉会定例総会 
において、第2代目の代表幹事の指名を 
受け就任いたしました。もとより浅学非 
才の身ではございますが、お引き受けし 
たからには埼玉会のために精一杯努力

してまいる所存でございます。会員の皆様には今後ともな

お一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願

い申し上げます。 
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関根貞夫氏撮影「沖縄離島」 

 

 

所沢「ゆり園」と「トトロの森」散策に参加して 

萩埜 孝 （桶川市） 

6 月 16 日、西武球場前駅に 16 名が参加１１時集合し「ゆり園」を

散策。小高い丘から一望できる約50種・45万株の色とりどりに咲

き誇るゆりの花は圧巻。昼食で食べた「ゆり根の天ぷら」は、ほん

のりと甘くほっこりとして、ビールのつまみに絶品。 

昼食休憩後、「狭山山不動寺」にお参り（西武ライオンズ球団が

毎年必勝祈願をすることで有名）、勅額門・御成門・丁子門等は

増上寺から移築、古の文化建築様式を未来につなぐ。東京都の

水がめ「狭山湖」のほとりを巡り、狭山丘陵の「トトロの森」で森林

浴と堀口天満天神社にお参りし、約４Ｋｍ弱の歩き・5 時間で 16

時散会。梅雨入りにもかかわらず、イベント幹事・地畑さんの神通

力？で晴天に恵まれ楽しいひと時を過しました。所沢での有志

による懇親会も盛会でした。 

 

個人会員増強運動  

会員対策委員：関谷 一郎 

29 年度は埼玉会の会員数130名達成を目標としていますが、
6 月末では新入会員 1 名、退会 8 名で 115 名となっています。 
退会理由は高齢、多忙のため等です。 
お知り合いの方へのイベントへのお誘いなど、引き続き、会員

増強にお力添えくださるようお願いします。 
JARPには年齢・性別、現役・退職者を問わず、どなたでも入会

できます。 
入会については、埼玉会事務局までご連絡ください。ご本人

に直接、資料をお送りします。 
また、協会ホームページからも入会申込みが可能です。 



  

 
 
 

芙 蓉 

堰 （ペンネーム）  
花言葉は繊細な美・しとやかな恋人。  
「旅人は伏目にすぐる町はづれ白壁ぞ 
ひに咲く芙蓉かな」牧水。             
酔芙蓉は、朝は純白、午後には淡い紅 
色、夕方から夜に紅色になります。 

酒を飲むと顔色が赤みを帯びるのに似ているのでこの名が

ついたとのこと。 
芙蓉の花は、毎年きれいな花を咲かせてくれますが、人間は

いつの間にか衰え、憧れだった美人もいつの間にか･･･、   

自分の老化も感じています。 
 

鎌倉街道を振り返る 

大野 英明（川越市） 
鎌倉街道は、武蔵野に住む人にとって「心 

のふるさと」なのですが、自然破壊の進むな 

かで忘れられそうな道なのです。 

上州、武蔵、相模路へと多くの人々が歩い 

た道のうち、上ノ道といわれた街道の一部を 

見てみましょう。上ノ道は藤沢市、横浜市、府中・国分寺市、所沢

市（小手指）、狭山市、毛呂山町と続き、そして鎌倉時代を華やか

に飾った武蔵武士ゆかりの笛吹峠、嵐山、児玉、藤岡へ続きま

す。 

（児玉町）武蔵の国には、武蔵七党と呼ばれる武士団がありまし 

た。その中で、児玉党は最有力の団体であったようです。 

ここには、盲目の大学者・塙保己一記念館があります。 

（寄居町）寄居には城下町という意味がありますが、寄居町も城下 

町で、南には玉淀河原の対岸にそそり立つ鉢形城址が  

あります。 

（川本・嵐山町）武蔵武士の鑑といわれた武将畠山重忠のゆかり 

の地です。川本町畠山にある公園は、重忠の館跡です。 

都幾川と槻川の合流点を後ろ盾にするように、菅谷館跡 

があります。ここが重忠の終の棲家となりました。 

（小手指）西武線狭山ケ丘駅から北野方面にある地で新田義貞の
軍と鎌倉勢と何度も戦ったところですが、今はのどかな住
宅地です。 

神 様 のご褒 美 

優勝者 三木 周一 

第 21 回例会で 8 回目のチャレンジで優勝させて頂きました。

勝因は1.参加者が少なかったこと。2.実力者の方々が不調だった

こと。3.初参加の為トップが繰り下がったこと等外部要因のみでし

た。 

退職以来、仕事はゴルフと公言し練習にいそしんできました

が、フォームをいじりすぎて自分の打ち方を忘れてしまい、蟻地

獄に落ち込んでいました。今年より初心に戻り、「昔の夢を追わ

ず、無理をしない打ち方」を念頭にやってきました。 

今回の優勝はゴルフの神様が 

努力の方向性の正しさを認め、 

ご褒美をくれたものと思います。 

これからも無理をしないゴルフ 

に努め、「スコアより健康」を念頭 

に努力をして参りたいと思って 

おります。(平成29年6月7日) 

 

 

 

埼玉東部地区沿線グルメ会 

担当幹事 関谷 一郎 

盛上りを見せている「坂戸会」に倣えと、 
京浜東北線沿線の会員を中心に昼食会を実 
施しました。坂戸会の「安兵衛」のような 
顔の利く気軽な割烹を持ち合わせていない 
ため、 ちょっと贅沢な昼食をとりながら 
の懇親会です。 

試みに第一回目を 6 月 14 日(水)｢木曽路大宮店｣で開催、  

6 名が集まりました。2,000 円の小会席でしたが大満足、   

アルコールもすすみ、予想以上に盛り上がりました。 
今回は想定より少ない人数になってしまいましたが、沿線

の会員に限定していませんので、次回は是非ご参加下さい。 

また、会場としてご推薦のお店がありましたら教えて下さい。 
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地方の味を残す 

藤田 信一（さいたま市） 
日本人横綱誕生と話題を呼んだ｢稀勢の里｣ 
は、四股名が“五穀豊穣の如く勢いが稀で 
ある“と命名され時間をかけて大成しまし 
た。 
このように長い経過により味を醸すのが伝

承だと思います。時代の動きに影響を受けながら、より味わい

深く成長するものと感じます。 
 子育て時代、さいたま市西区二ツ宮の地に住み遭遇したの

が「子供相撲」です。氷川神社と八幡神社が存することから二

ツ宮の名が付いた二ツ宮は、明治時代に島戸川という草相撲

の大関を輩出しています。 
 二ツ宮神社に今も残る子供相撲の女の子による「ケンケン

相撲」で、娘が優勝した映像は本人と共に親にも思い出となり

ました。 
 各地方に存する伝承を後世に残すことは困難な問題がある

でしょうが、心のよりどころとして伝えていってほしいもの

です。  
 

 

「事務局からのお知らせ」 

１． 新入会員紹介（敬称略） 

加藤 重夫  H29.4.6入会  さいたま市見沼区 

 

２． 「埼玉会だより」の自由投稿記事を募集いたします 

・300字～400字以内で演題は自由、趣味のこと、旅行の思 

い出、遠い故郷のこと、etc. 

   ・「〇〇△△」コーナーなど、年間4回定期発行に相応しい 

ものをご提案ください。 

３． E-Mailアドレスをお持ちの方は、また、アドレス変更の方は 

事務局までお届け願います。経費節約の観点からできるだ

けメールにて発信しておりますので、ご協力願います。 
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